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しかし、残念ながらこの宝石賞は、「もう一歩で宝石賞」という、限定的な宝石賞です。

その理由は、日本が緑の気候基金（GCF）の理事会を、インターネットで公開することにア

メリカと一緒に反対しているためです。これに反対しているのは、アメリカと日本だけで

あり、「もう一歩」というのは、緑の気候基金（GCF）の理事会の公開に反対することを止

めれば、晴れて「宝石賞」を授与するとの趣旨です。 

 

会議場から 

12 月 11 日午後７時から開かれたストックテイキング会合では、プルガル・ビダル議長

が大演説。「我々は何も持たずにリマを離れるわけにはいかない（We will not accept 

leaving Lima with empty hands.）」と何度も会場に呼びかけ、「私は法律家だ。1992 年の

リオ・デ・ジャネイロの地球サミットにも参加した。」と自分の思い出を語る場面も。演説

が終わった時には、会場からは拍手、拍手。その後、ADP 共同議長に午後９時までに COP 決

定案のドラフトを作成するよう指示しましたが、COP 決定案のドラフトが出てきたのは午後

10 時半でした。 

今日は午前から午後２時頃まで ADP が続き、各国・各グループのドラフトについての意

見表明が続きました。最終日で時間が無い中、マレーシアの代表が延々と 15 分くらい発言

し、聞いているほうはいささかうんざり。NGO の中には、「マレーシアのこの交渉態度は化

石賞もの」との意見も。午後２時の段階で、まだ 20 ヵ国以上の発言が残っており、ADP 共

同議長からは発言希望をとり下げる締約国はないかと確認する場面も。いまリマ時間午後

９時ですが、何時に終わるのか、まったく目処がたっていません。 
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